
那賀町

美波町

阿南市

人口10,695人
面積694.86㎢

人口78,002人
面積279.39㎢

人口8,726人
面積140.85㎢

468
人

32
7人

577
人

593
人

圏域の全体の人口推移と予測

　

我
が
国
の
総
人
口
は
、
急
速
に
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
今
後
30
年
間
で
年
少

人
口
が
約
40
％
減
少
し
、
高
齢
者
人
口
が
約
45

％
増
加
す
る
と
も
い
わ
れ
、
少
子
化
・
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
地
方
に
お
い

て
も
、
そ
の
動
き
は
顕
著
で
あ
り
、
人
口
流
出

を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
生
活
機
能
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
国
が
新
た
に
掲
げ
た
定
住

自
立
圏
構
想
に
呼
応
し
、
阿
南
市
は
平
成
22
年

３
月
25
日
に
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
１

年
後
の
平
成
23
年
３
月
24
日
に
は
、
阿
南
市
と

那
賀
町
、
美
波
町
が
そ
れ
ぞ
れ
圏
域
の
形
成
協

定
を
締
結
。
そ
の
協
定
に
基
づ
き
具
体
的
取
組

を
示
し
た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

９
月
１
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
将
来
を
見
据
え
、
広
域
的
視
野
に

立
っ
た
圏
域
づ
く
り
構
想
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

安
心
し
て
定
住
で
き
る

活
力
あ
る
圏
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

県
南
部
に
位
置
す
る
阿
南
市
・
那
賀
町
・

美
波
町
の
区
域
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

古
来
よ
り
那
賀
川
流
域
や
沿
岸
、
旧
街
道
な

ど
を
通
じ
て
生
活
・
経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
結
び
つ
き
が
強
く
、
昭
和
の
大
合

併
ま
で
は
那
賀
郡
、
海
部
郡
と
大
き
な
枠
組

み
の
中
で
と
も
に
交
流
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
多
の
合
併
を
経
て
現

在
の
１
市
２
町
と
な
り
ま
し
た
が
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
や
社
会
構
造
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

以
前
に
も
増
し
て
一
体
的
な
生
活
圏
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　

９
月
１
日
に
策
定
・
公
表
し
た
「
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
市
町
村
の
枠
組

み
を
越
え
た
圏
域
を
形
成
し
、「
集
約
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
生

活
機
能
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
て
相
互
に
連

携
と
協
力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
全
体

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

圏
域
内
の
住
民
が
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ

る
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
て
、
中
・
長

期
的
な
視
点
か
ら
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住

自
立
圏
が
め
ざ
す
「
将
来
像
」
が
定
め
ら
れ
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
取
組
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
中
心
市
と
は
】　
三
大
都
市
圏
の
都
府
県
の
区

域
外
の
市
の
う
ち
、
人
口
５
万
人
程
度
以
上
か

つ
昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
以
上
で
あ
る
市
を
い

い
ま
す
。

【
中
心
市
宣
言
と
は
】　
定
住
自
立
圏
構
想
推
進

要
綱
に
基
づ
き
、
周
辺
市
町
村
と
地
域
全
体
に

お
け
る
人
口
定
住
の
た
め
に
連
携
し
よ
う
と
す

る
中
心
市
が
、
圏
域
と
し
て
必
要
な
生
活
機
能

の
確
保
に
関
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

住
む
人
、来
る
人
の「
心
」を
つ
む
ぐ
、

や
す
ら
ぎ
と
活
力
の「
光
」あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク阿南市役所にて定住自立圏形成協定を締結し、がっちり

手を組む岩浅嘉仁阿南市長と、坂口博文那賀町長（左）、
影治信良美波町長（右）。

定住自立圏共生ビジョン

阿
南

那
賀

美
波

●
構
成
市
町
の
概
況

　

阿
南
市　
古
く
か
ら
城
下
町
で
あ
っ
た
富
岡

町
周
辺
な
ど
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
臨
海
部

に
は
辰
巳
、
大
潟
新
浜
工
業
団
地
を
は
じ
め
、

西
日
本
を
代
表
す
る
石
炭
火
力
発
電
所
が
立
地
。

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ(

発
光
ダ

イ
オ
ー
ド)

は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
製
造
量

を
誇
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
「
光
の
ま
ち
阿

南
」
の
取
組
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
県
下

一
の
生
産
量
を
誇
り
、
水
産
で
は
鱧
の
漁
獲
高

が
日
本
一
を
競
っ
て
い
ま
す
。
全
国
渚
百
選
に

選
ば
れ
た
北
の
脇
海
水
浴
場
を
は
じ
め
、
伊
島
、

蒲
生
田
岬
、
四
国
八
十
八
箇
所
の
「
太
龍
寺
」

や
「
平
等
寺
」
な
ど
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。

　
那
賀
町　
地
域
の
９
割
以
上
が
森
林
の
中
山

間
地
域
。
高
の
瀬
峡
や
剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
、

清
流
が
つ
く
る
大
釜
の
滝
な
ど
、
大
小
１
０
０

以
上
の
滝
が
あ
る
旧
木
沢
村
は
「
日
本
一
の
滝

王
国
」
と
称
さ
れ
、
紅
葉
の
季
節
に
は
優
れ
た

景
勝
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
の
ほ
か
農
業

も
盛
ん
で
、
木
頭
ゆ
ず
を
は
じ
め
、
正
月
飾
り

等
に
使
わ
れ
る
オ
モ
ト
は
日
本
一
、
ケ
イ
ト
ウ

は
西
日
本
一
の
産
地
を
形
成
し
て
お
り
県
内
有

数
の
茶
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
町

内
の
各
集
落
に
現
存
す
る
農
村
舞
台
で
復
活
公

演
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
地
域
お

こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
美
波
町　
古
く
か
ら
漁
業
中
心
の
ま
ち
と
し

て
漁
具
・
漁
法
が
発
達
し
、
延
縄
や
定
置
網
、

和
船
の
建
造
が
工
夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
観
光

地
と
し
て
大
浜
海
岸
、
田
井
ノ
浜
海
水
浴
場
、

千
羽
海
崖
や
薬
王
寺
な
ど
を
有
し
、
年
間
１
０

０
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

【定住自立圏構想とは】
　地方圏において、安心して暮らせる地域を各地に形成し、地方圏から三大都市圏への人口流出を食い止めるととも
に、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提供し、地方圏への
人の流れを創出するため、全国的な見地から推進されている構想です。「中心市」と「周辺市町村」が、１対１の協
定を締結することを積み重ね、圏域を形成します。
　具体的には、「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力
を活用し、その集約とそのネットワーク化により、相互に役割分担し連携・協力していきます。
　このように、圏域全体で必要な生活機能を確保することにより、地域住民のいのちと暮らしを守り地方圏への人口
定住を促進する政策が定住自立圏構想です。

【中心市への通勤通学状況（H17国勢調査）】

※阿南市の昼夜間人口比率は1.020となっています。

定 住 自 立 圏
〈総務省のイメージ図〉

美波町那賀町阿南市
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圏域の人口は減少傾向。平成32年の人口は
９万人を大きく割り込むと推計されています。

注文・配送

医師の派遣

協定に基づく相互連携
１）中心市の機能の積極的活用
２）権利・負担関係の明確化
３）圏域意識や地域の誇りの醸成中 心 市 周辺の町

農産物のブランド化・ロッドの拡大

行政機能

民間機能

例えば…
総合病院

例えば…
ショッピング
センター

総合医
一般診療所

商店

農場

青少年活動
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●
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
幅
広
く
意
見
集
約

　
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
阿
南
・
那
賀
・
美
波
の
分
野
別

担
当
者
部
会
で
作
成
し
た
素
案
を
基
に
、
懇
談

会
（
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・
地
域

公
共
交
通
等
の
各
分
野
の
代
表
者
な
ど
１
市
２

町
か
ら
25
人
の
委
員
で
構
成
）
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
広
く
求
め
ま
し
た
。

　

懇
談
会
会
長
の
近
藤
光
男
さ
ん
（
徳
島
大
学

大
学
院
教
授
）
は
、「
委
員
各
位
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
伺
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
で
き
ま
し

た
。
こ
の
計
画
づ
く
り
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

圏
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
、
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
総
括
。
副
会
長

の
湯
城
豊
勝
さ
ん
（
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

副
校
長
）
は
、「
こ
の
３
つ
の
圏
域
エ
リ
ア
が

う
ま
く
リ
ン
ク
さ
れ
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
住

み
や
す
い
圏
域
に
な
る
の
で
は
。」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿南市役所で開催された懇談会で議事を運営する
会長の近藤光男さんと副会長の湯城豊勝さん。
（７月27日）

●
圏
域
の
課
題
と
そ
の
対
応
策	

▼
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

　

圏
域
に
お
い
て
住
民
が
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
は
、
健
康
を
支
え
る
地

域
医
療
、
次
世
代
を
担
う
子
育
て
へ
の

支
援
、
余
暇
活
用
や
生
き
が
い
づ
く
り
、

雇
用
を
支
え
る
産
業
の
活
性
化
、
災
害

時
へ
の
備
え
な
ど
、
多
面
的
に
生
活
機

能
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
医
療
に
お
け
る

医
師
不
足
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地

方
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
課
題
を
１
市
２
町
で
共

有
す
る
こ
と
で
新
た
な
方
向
性
を
見
い

だ
し
、
阿
南
市
が
持
つ
都
市
機
能
の
維

持
拡
充
と
広
域
的
な
活
用
の
促
進
、
そ

し
て
那
賀
町
・
美
波
町
の
生
活
機
能
の

確
保
と
農
林
水
産
業
の
活
性
化
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
い
か

し
た
取
組
を
連
携
し
て
進
め
ま
す
。 

▼
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
係
る
政
策
分
野

　

日
常
生
活
圏
の
拡
大
と
少
子
・
高

齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
に
対
し
、

圏
域
内
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
は
、
互
い
の
情
報
交
換
や

住
民
同
士
の
交
流
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
圏
域
外
か
ら
人
口
を
流
入
さ
せ

る
た
め
に
も
、
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

や
高
速
道
路
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
食
に

対
す
る
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り

や
生
産
者
の
販
売
の
多
様
化
が
進
む

中
で
、
消
費
者
と
生
産
者
を
結
び
つ

け
る
地
産
地
消
の
取
組
も
農
林
漁
業

と
関
連
産
業
の
活
性
化
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

強
化
に
よ
り
、
圏
域
全
体
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

▼
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

に
係
る
政
策
分
野

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
克
服
し

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
圏
域
全
体
を
け
ん
引
し

て
い
く
政
策
の
立
案
を
行
い
、
事
業

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
自

治
体
職
員
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

１
市
２
町
合
同
で
の
職
員
研
修
等
の

実
施
に
よ
り
圏
域
の
未
来
を
担
う
人

材
の
能
力
開
発
と
向
上
を
図
り
、
圏

域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

●
事
業
計
画
は
24
年
度
か
ら
５
年
間

　
〝
住
む
人
、
来
る
人
の
「
心
」
を
つ
む
ぐ
、
や
す
ら

ぎ
と
活
力
の
「
光
」
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〟
を
将

来
像
に
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
３
つ
の
政
策

と
15
分
野
か
ら
な
る
40
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

政
策
分
野
ご
と
に
は
１
市
２
町
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
８
月
26
日
に
阿
南
市
議
会
に
報
告

を
行
い
、
９
月
１
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

し
た
。
今
後
、
幹
事
会
や
担
当
者
部
会
等
で
具
体
的
な

事
業
実
施
体
制
や
予
算
編
成
を
行
い
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼

復
活
し
た
農
村
舞
台

（
那
賀
町
）

（
美
波
町
）

▼

漁
業
体
験

「定住自立圏共生ビジョン」は、
市ホームページで公表しています。

ち
ょ
っ
と

中
身
を
拝
見

協定での位置づけ № 事　　　業　　　名

生
活
機
能
の
強
化

医療
医療機関の機能分化と
ネットワーク化

1 救急医療に関する啓発事業
2 医療機関の連携体制・ネットワーク構築推進事業

3 医師確保対策事業

4 電子カルテの導入支援事業

5 医療クラークの活用による医師の事務作業負担軽減支援事業

6 阿南共栄病院産科機能の維持・充実支援事業

7
阿南医師会中央病院の救急医療・災害時医療機能の維持・
拡充支援事業

8 保育施設等の整備による医師・医療スタッフの確保支援事業

福祉等
保育所等の広域入所制度
の導入推進

9 保育所広域入所に関する連携事業

教育

圏域内図書館相互の連携
強化及び拠点図書館の整
備による図書館サービス
の充実

10 図書館相互利用促進事業

11 図書館蔵書充実事業

産業振興

観光圏の形成 12 阿南・那賀・美波観光圏実現事業

圏域農山村の鳥獣害防止 13 鳥獣被害防止対策事業

企業誘致の推進 14 企業誘致広域プロジェクト事業

環境
森林資源を活用したバイ
オマスタウン構想の推進

15 竹資源等有効活用推進事業

大規模災害支援体制
の充実

大規模災害発生時に
おける相互応援

16 大規模災害時の相互応援支援体制整備事業

17 災害時応急給水体制整備事業
18 災害時水道復旧相互応援体制の整備事業

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地域公共交通
地域公共交通
ネットワークの構築

19 圏域内運行バス調査研究事業
20 生活交通確保維持事業

21 公共交通利用乗り継ぎ割引やタクシー利用助成の調査研究事業

道路等の交通インフ
ラの整備

流通経路整備への取組

22 高速自動車道整備促進事業

23 国道 55・193・195 号整備促進事業

24 県道 ( 主要地方道 ) 整備促進事業

地域の生産者や消費
者等の連携による地
産地消

地域資源を活用した
地産地消の拡大

25 地元農産物魅力アップ事業

移住交流の推進 移住交流推進の支援
26 空き家情報の連携事業

27 田舎暮らし体験プログラムの連携体制整備事業

観光ネットワークの
拡充

地域資源を活用した観光
ネットワークの相互拡充

28 野球のまち阿南推進事業

29 広域的な運動公園の整備促進事業

安全・安心
中心市の消費生活
センターの有効利用

30 教育・啓発のための出前講座、講演会等の開催事業

31 阿南市消費生活センターの周知及び利用推進事業

公共施設の相互利用
公共施設の相互利用の
促進

32 スポーツ施設相互利用促進事業

33 火葬場使用料軽減事業
34 子育て支援センターの相互利用に関する連携事業

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

圏域内における人材
育成

職員の政策課題への対応
能力向上

35 職員人材育成事業

36 職員研修参加交流事業

地域リーダーの育成
37 廃棄物の不法投棄撲滅に向けてのリーダー育成事業

38 成人大学講座連携事業

圏域内市町村の職員
等の交流

行政力向上のための職員
交流

39 職員交流（派遣）事業

40 人事労務担当職員研修 ( 交流）事業

阿南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン
取組事業の一覧
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